
 

                          （様式１） 

      令和３年度大正地区センター維持管理計画概要書 

                指定管理者  公益社団法人とつか区民活動支援協会 

    項     目        内      容 

 

 １ 施設の維持管理体制 

館長 

副館長（２名） 

スタッフ（利用受付等 １２名） 

作業スタッフ（２名） 

 

 

 

 

２ 施設の維 

持管理に関 

する考え方 

 

 設備の保守管理 

館を効率的かつ良好な状態で利用者に提供できるよ

うに、空調設備・消防設備・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ等の諸設備は専門

業者への委託し、日常又は定期的に保守・点検を行って

いきます。  

 

 施設の清掃 

 日常清掃は作業スタッフが毎日行い、各部屋内の日常

清掃等は職員・スタッフが行います。 

部屋利用が無い時間には、備品等の清掃など普段できな

いところの清掃を定期的に実施します。 

また、年間をとおしての清掃計画に基づき、業者によ

る清掃により美化に努めます。 

 

 施設の点検 

 基本的に上記設備の保守管理のとおり専門業者に委

託しますが、不具合等は、スタッフ等からの日常点検報

告や受託業者の報告等で確認され次第速やかに対応し

ています。 

 

 植栽の維持管理 

 等その他の維持 

 基本的に、上記設備の保守管理のとおりですが、次の

部分は、スタッフ等が対応します。 

館内の観葉植物はスタッフが管理、外構の植栽は剪定

教室の参加者や職員及びスタッフが適宜剪定します。 

 

 ３ 施設の安全管理に関する 

  考え方 

 災害時の緊急対応マニュアル策定、救命救急研修の実

施（ＡＥＤの操作法も含む）など、日頃から緊急時に対

応できるような体制を整えています。 

 消防訓練も消火器の確認、緊急放送や誘導の仕方の研

修と実態に即した研修を行っています。 

事故発生抑止には、掲示等により利用者に注意を呼び

かけたり、内部的にはヒヤリ・ハット集をもとに事故発

生防止や早期対応の研修を行います。 

新型コロナウイルス等の感染症拡大防止については

横浜市の対応指針に沿った適切な対策を講じます。 

   ※施設の維持管理の内容がわかる各保守管理等の仕様書等を添付してください。 



 

事業計画書様式２－２ 

１ 令和３年度の管理運営に関する基本方針について 

（１）運営の基本方針 

（２）予算執行の基本的な考え方 

（３）サービスのあり方について 

（１）運営の基本方針 

    地区センターは地域の住民が自主的に活動し、スポーツ、レクリエーション、講演会、

研修会、サークル活動などを通じて相互交流を深める場を提供することを目的とし、地域コ

ミュニティの醸成や地域の連帯意識の形成が図れるよう運営していきます。また、少子高齢

化や核家族化、共働きの増加等といった社会状況の変化の中で生じる様々な今日的な課題の

解決に向けて行政や地域団体等とともに取り組み、地域の方々が交流し自主的に活動するこ

とができる環境を整えていきます。 

 

（２）予算執行の基本的な考え方 

 ア 収入計画について 

a 安定的な運営や効果的な活動を実施していくために必要な収入を適正に確保します。 

b 公益目的事業においては収支相償に基づき支出に見合った収入を確保します。 

c 利用料金収入、自主事業収入、雑収入の増収に努めます。 

d 収益事業の利益の５０％は公益目的事業の収入に繰り入れます。 

e 自主事業への助成金や企業協賛、公益法人の利点を生かして寄付金の導入に努めます。 

イ 支出計画について 

a 安定的な運営及び効果的な活動に不可欠な経費節減に努めながら適切に支出します。 

b 常に、コストパフォーマンスを意識し効率的かつ効果的な支出に努めます。 

c 法令に違反することなく必要な経費及び租税公課等を適切に支出します。 

d 契約に際しては市内中小企業を優先に、公平・公正に競争性を導入して遂行します。 

 

（３）サービスのあり方について 

 大正地区センターは、区民の生涯学習や地域活動の支援、様々な交流事業等を通して、区

の施策を推進し具現化する場と位置づけています。特に、子育て支援の場、施設内スペース

を活用した青少年健全育成のための居場所づくりが求められています。この目標達成に向け

て、｢誰もが気軽に集える地域の居場所｣づくりを目指し、次の４項目を重点に取り組んでい

きます。 

  ① 乳幼児から高齢者まで誰もが安心して、快適かつ気軽に交流できる場を提供します 

  ② ニーズや時代に即した地域交流事業や生涯学習支援、地域活動支援等を展開します。 

  ③ 地域の住民や様々なリソースとの連携・共創により事業を推進します。 

  ④ なお、ＰＤＣＡサイクルにより業務の見直し、改善に努めます。 

 

（1/5） ※Ａ４版１ページ以内でおまとめください。 



 

事業計画書様式２－３       

２ 令和３年度の施設の運営業務について 

（１）利用者サービスの提供 

（２）地域ニーズや利用者ニーズのとらえ方 

（３）利用者会議の開催の考え方 

（１）利用者サービスの提供 

 ① 施設の利用に関する取扱いについて 

  a 利用方法等の電話や窓口での問合せに対し、わかりやすい対応・説明を心掛けます。 

  b 予約受付の窓口処理はパソコンで一括管理し市民局ホームページと連動した当協会 

独自のシステムで正確・迅速な処理を行っています。 

部屋の予約・抽選申込は、インターネットを活用して、当協会が管理する他地区セン 

ターも同時に 1ヵ月分を纏めて申し込める抽選申込方式で利便性を図っています。 

    c 利用案内書以外に館内、ホームページへの掲示および好評のデジタルサイネージの活

用により、わかり易い施設利用方法を提示します。 

 

② 活動の場を必要とする個人や団体に対する相談、調整、助言等について 

    a きめ細かなサークル活動・講座指導者の情報提供 

    b 高性能カラー印刷機の活用促進（必要なアドバイス、ページソートなど） 

    c インターネット環境の整備・サークル等ホームページ作成講座 

    d サークル体験会（活動を紹介し、活性化するための「サークル体験会」を開催します。） 

    e 当地区センターの運用に支障の出ない範囲での物品の貸出し 

     

（２）地域ニーズや利用者ニーズのとらえ方 

a ご意見箱の常設やその時点の課題に沿ったアンケート、自主事業時のアンケートなどによ

り、広く意見、ニーズ、苦情等を把握し、施設の運営や事業の企画に反映します。 

b 頂いた意見等に対する返事や回答を館内に掲示するとともに、挨拶や声掛けなどで利用者

とのコミュニケーションを積極的に図り、風通しの良い関係を構築します。 

c  地域団体や利用者代表で組織する運営委員会や利用者会議の開催及び自治会・町内会の行

事等への参加などにより地域のニーズや特性の把握に努め、運営に反映します。 

d  日常的なお茶会である「井戸端会議」を継続し利用者の生の声の把握に努めます。 

 

（３）利用者会議の開催の考え方 

  利用者会議を毎年２回実施し、様々なご意見、ご要望をお聞きして施設運営に反映させる 

 とともに、結果を必ず掲示します。また、皆様からのご意見、苦情については掲示板を設け、 

 発信者が特定されぬ配慮のもとにご意見とそれに対する返答を並列掲示し、改善に関しては 

 速やかに行い改善後の状況も掲示等で公開します。 

（2/5） ※Ａ４版１ページ以内でおまとめください。 

 



 

事業計画書様式２－４       

３ 令和３年度の施設の経営について 

（１）利用者数の目標、利用料金収入の計画 

（２）その他事業収入等（自動販売機、印刷機等、カラオケ）の計画 

（３）管理経費の節減計画 

（１）利用者数の目標、利用料金収入の計画 

   令和３年度の利用者数の目標及び利用料金収入計画について、現時点では新型コロナウイ

ルス感染症収束の見通しが不透明であるため、令和２年度 6月から 12 月の値を元に算出する

こととします。 

利用料金収入は、265 万円、利用者数は 64,000 人を目標とします。 

  利用料金収入確保に向けて、次の取り組みを実施します。 

 a 登録団体や近隣の団体に積極的に利用を進めたり、近隣施設との協働事業の実施を働きか 

けたりするなど稼働率の向上を図ります。 

 b 自主事業参加者によるサークル設立が期待できる事業を展開し稼働率向上につなげます。 

 c きめ細かに部屋の空き情報を提供することで利用促進を図ります。 

 d 賃借料等の助成金が支給されている地域の団体に活動場所を積極的に提供します。 

 e 引き続き、部屋の分割利用、当日申込の 1時間単位利用、体育室の団体利用時間帯に空き 

がある場合に卓球台を有料で貸出すなどの柔軟な対応をします。 

（２）その他事業収入等（自動販売機、印刷機等）の計画 

    高性能カラー印刷機の活用により、今期は 28 万円の収入を見込みます。 

    a 公益法人のメリットを生かし寄付金を募集します。 

    b 自主事業や研修等に積極的に助成金や企業協賛を導入します。 

    c 最新型高性能カラー印刷機に様々な付加価値を加えて印刷代収入を向上させます。 

（３）管理経費の節減計画 

  a 光熱水費  

   空調機の適切な温度設定や換気、こまめな消灯、ＬＥＤなどの省エネ器具の交換に努めて

います。 機器の日頃の清掃・メンテナンスを適切に実施し効率的な運転状態を維持します 

  洗面所 の自動水栓化により無駄な水の使用を抑制しています。 

  b 事務費  消耗品・備品については可能な限り協会で他の管理施設の分も含めて一括発注 

  します。備品は、長寿命化のために日頃からのこまめなメンテナンスを心掛けます。 

 d 管理費   各館共通の設備保守や清掃等の管理契約は可能な範囲で事務局が一括・長期契 

  約をします。契約に際しては入札や２社以上からの見積もり徴収など競争性を導入します。 

    修繕箇所の早期発見・早期対応で修繕費がかさむ前に善処していきます。 

  e 自主事業  原則として材料費・講師謝金・傷害保険料を参加者に負担していただきます。 

    より多くの方が参加できるよう、講師謝金の一部を当方で負担する場合もあります。事業の 

  企画にあたりＣＳＲなどを活用し、コスト削減を図ります。 

 

（3/5） ※Ａ４版１ページ以内でおまとめください。 



 

事業計画書様式２－５       

（4／5） ※Ａ４版１ページ以内でおまとめください。 

４ 令和３年度の事業の実施について 

（１）自主事業の基本的な考え方 

（２）自主事業別計画（様式３、４に記載してください） 

（３）その他事業の実施 

（１）自主事業の基本的な考え方 

  コロナ禍においても参加人数の絞り込みや内容を工夫し、感染症拡大防止対策を講じたうえで、

安全に安心して参加できる事業を展開します。 

a 地域住民の参加により相互交流を深め、新たな地域コミュニティやグループを形成していた 

だくことを目的に自主事業を実施します。 

b 社会状況の変化により地域ニーズや課題も多様化しており、そのため地域の特性やニーズを見 

  極めつつ、生涯学習や健康を中心とした事業に加えて、子育て支援や青少年の居場所づくり、 

   困難を抱える青少年への支援など今日的な課題の解決に向けて継続して取り組みます。 

さらに、地域食堂の必要性や実現の検証を兼ねて、原宿地域ケアプラザと連携し「たいしょう食 

堂」コロナ禍でお困りの方を対象とした「食品配布会」を実施します。 

c 自主事業の実施にあたっては地域の人材（ボランティア）や団体、大学等との連携を基本とし 

ますが、今後はＣＳＲなども活用し、コスト削減を図りつつ幅広くニーズに応えていきます。 

  また、従来の健康づくり、生涯学習支援に加えて、次の視点に注力して継続して取り組みます。 

d  地域の活力づくり支援事業の展開 

地域で活動中の高齢者の団体との連携を通して、地域の輪を広げ地域の活性化や生涯学習を支 

援します。スポーツ推進員や青少年指導員、高齢者講師による世代間交流事業を充実します。 

e 自主的サークルの設立が期待できる事業の実施 

自主事業の講座終了後に、参加者によるサークルが立ち上がり、自主的に運営されることによ 

り、地域コミュニティの形成や地区センターの施設利用の促進が期待できます。 

f  子育て支援事業の実施 

育児不安の解消や保護者同士の交流促進のため、区や近隣の保育園、子育て支援機関と連携し 

支援事業を実施します。また、保育付き事業や親子で参加できる事業も充実します。 

g 自然豊かで安全に過ごすための取組 

区民全体の願いでもある、美しい環境を未来に引き継ぐための講座や甚大な被害をもたらす自 

然災害への備え、悪徳商法などから身を守る講座、省エネを意識したエコ講座等を開催します。 

 

（２）自主事業別計画（様式３、４に記載） 

（３）その他の事業の実施 

「地区センターまつり」は地元町内会・自治会、青少年指導員、スポーツ推進員、地元小中学校等 

との協力体制をより一層深めて、利用サークルの発表会という枠を超えた来館者皆様が楽しめる

「地域のおまつり」を目指し、企画運営していきます。 



 

事業計画書様式２－６       

（5／5） ※Ａ４版１ページ以内でおまとめください。 

５ 令和３年度の施設の運営体制等について 

（１）職員の配置計画 

（２）緊急時の連絡体制 

（１）職員の配置計画 

 （ア）職員 

職務 有する資格等 

館 長 防火管理者、安全衛生推進者 

副館長  

副館長  

（イ）スタッフ 

職務 人数       内訳 

受付スタッフ １２名 午前番（４名）、午後番（４名）  夜番（４名） 

作業スタッフ ２名  

 

（２）緊急時の連絡体制 

緊急時に迅速・的確な対応ができるように、職員・スタッフ、関連機関や業者等との緊急連絡 

網を構築します。また、震度５強以上の地震の場合には、職員は地区センターに参集し、利用 

者の安全確認や施設の状況を把握し、必要に応じて帰宅困難者の一時滞在施設や医療救護隊の 

参集拠点等の開設に協力します。 

 

            報告       

            指示                  

指示        状況・結果報告              

           送信                  連絡網 

   

           出動                   出勤 

            

          事故･盗難等                   火災等     

                 出動       出動 

                     

 

戸塚区 公益社団法人とつか区民活動支援協会 

大正地区センター(館長・副館長) 

状況判断・対応 

火災報知設備 

119 番通報（消防署）
 110 番通報 

（警察署） 

警備会社 スタッフ 



（様式３）

団体名

①募集対象

事業名 ②募集人数

③一人当たり参加費
指定管理料
から充当 参加費 講師謝金 材料費 その他

一般

12人 

3,000円

【青指と共催】 小中学生

ファンタジーランプ 20人　　

（1回） 100円（青指が徴収）

【青指と共催】 小中学生

オリジナル時計 20人

（１回） 100円（青指が徴収）

小学生

20人　　 

100円（青指が徴収）

幼児～一般

500人

8月20日　午後15時より 無料

幼児～一般

2,000人

12月4日・5日　2日間 無料

一般

たいしょう食堂 320人

（年４回） 300円（中学生以下無料）

一般

60人

無料

一般

60人

一般

60人

一般

100人

一般

120人

大正地区センターまつり

0

0 0

5,000

0

00 0

5,000

5,000

0

【青指と共催】
スノードーム

（1回）

ロビーコンサート
(クラッシックギター)

（2回）

大正地区バドミントン
愛好会会長杯大会

（1回）

大正地区バドミントン大会
館長杯
（1回）

0

5,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 0

5,000

0

0

5,000

5,000

自　　主　　事　　業　　予　　算　　額　

支出収入
総経費

横浜市大正地区センター自主事業計画書

-9,200

5,000

0 0

0

0

00

0

0

0

0

5,000

0

0

26,800

5,000 0

0

10,000 16,800

5,000 5,000 0

0

5,000

公益社団法人とつか区民活動支援協会

5,000 0

0 0

36,000 0

0

(ア)地域の活力づくり支援事業の展開

大正地区センター夏まつり

大正地区男女混合卓球大会
（1回）

大正地区混合ダブルス卓球大
会館長杯
（1回）

5,000

2022スケジュール帳
＆和綴じ製本

（2回）

5,000 0

5,000 0

5,000 0

0

0

-1 -



（様式３）

団体名

①募集対象

事業名 ②募集人数

③一人当たり参加費
指定管理料
から充当 参加費 講師謝金 材料費 その他

自　　主　　事　　業　　予　　算　　額　

支出収入
総経費

横浜市大正地区センター自主事業計画書

公益社団法人とつか区民活動支援協会

一般

12人

5,000円

一般

8人

7,000円

幼児親子

おはなしワールド 120人

（12回） 無料

幼児親子

300人

無料

幼児親子

300人

無料

小学生

DIYこども工作教室 20人

（1回） 300円 3,000 6,000 0 9,000 0

2歳児までの親子

各8組(16組*年3回)

1,600円　 5,200 76,800 72,000 10,000 0

小学生

書き初め教室 20人　　

（1回） 無料

小学生

はじめてのけん玉教室 20人　　

（12回） 無料

小学生

鉄棒逆上がり教室 20人　　

（24回） 無料

幼児～小学生

8人

（1回） 700円 10,600 5,000 5,600 5,000 5,600

0 0

夏休みこどもどうぶつパン教
室

00

0

2,000

-400

379,000

0 0

0

0 0

379,0000

2,000

00

1,00037,000 0 36,000 0

14,400 0

0 0

遊び場・しゃべり場・ほっと
タイム

（毎週）

050,000 61,600

9,000

112,000

38,400 60,000

（イ）自主的サークルの設立が期待できる事業の実施

（ウ）子育て支援事業の実施

2,000

111,600

82,000

アート書道
（6回）

大正エリア
おしゃべりひろば
（毎週1回開催） 379,000

親子で楽しくリトミック
（4回×3）

やさしい手作りパン①
月曜コース
（5回x2）

24,000

0 0

00

37,000

-21,600

0

0
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（様式３）

団体名

①募集対象

事業名 ②募集人数

③一人当たり参加費
指定管理料
から充当 参加費 講師謝金 材料費 その他

自　　主　　事　　業　　予　　算　　額　

支出収入
総経費

横浜市大正地区センター自主事業計画書

公益社団法人とつか区民活動支援協会

小中学生

夏休み勉強教室 10人

無料 2,000 2,000 0 2,000

小学生の親子

プログラミング講座 10組

（１回） 300円　 5,000 2,000 3,000 5,000 0

小学生

ふしぎ発見理科ひろば（夏） 20人　　 

（1回） 500円 15,000 5,000 10,000 5,000 10,000 0

小学生親子

ふしぎ発見理科ひろば（冬） 20人　　 

（1回） 500円 15,000 5,000 10,000 5,000 10,000 0

一般

とつかキャラバンエコ講座 20人

無料

　その他

一般

25人

1,800円

一般

卓球教室　後期 25人　　　　

（5回） 1,800円

一般

15人　

2,500円

一般

15人　　　  

2,500円

一般

飲茶＆点心 8人

（4回） 6,000円

一般

アート絵巻ずし 8人　

（1回） 1,500円

中高齢者

男の料理教室　前期 12人　　　

（6回） 8,000円

12,000

（エ）自然豊かで安全に過ごすための取組

8,000-14,500

8,000

70,000

0

0 48,000

78,000 85,000

24,000

12,000

30,000

30,000

6,000

8,000

0

0

24,000 0

6,000 00

38,000

48,000

卓球教室　前期
（5回）

70,000

0 0

0

-7,000

”基本に還る”
バドミントン教室

前期（6回）

0

”基本に還る”
バドミントン教室

後期（6回）
8,000 0

78,000

52,500

-14,500

85,000

0

38,000

87,000 -9,000 96,000 36,000 51,000 0

52,500

0

-7,000

-3 -



（様式３）

団体名

①募集対象

事業名 ②募集人数

③一人当たり参加費
指定管理料
から充当 参加費 講師謝金 材料費 その他

自　　主　　事　　業　　予　　算　　額　

支出収入
総経費

横浜市大正地区センター自主事業計画書

公益社団法人とつか区民活動支援協会

中高齢者

男の料理教室　後期 12人　　　

（6回） 8,000円

一般

春食材満喫の薬膳 10人

（4回） 6,000円

一般

バターを使わない焼き菓子 8人

（2回） 3,200円

一般

和布でつくるつるし飾り 16人　　　　

（3回） 3,500円

一般

干支カレンダー 10人　　　　

（1回） 1,500円

一般

オンラインヨガ講座 10人　　

（2回） 1,000円

一般

サークル体験会 80人

（1回） 無料

1,380,000 367,000 1,013,000 599,000 402,000 379,000

事業ごとの事業内容等を様式４に記載してください。

0

60,000

-9,000 96,000

11,000

14,000

0 0

31,50049,500

0 0

0

00

18,000 0

8,000

0

27,200

51,000

0

0

12,900

36,00087,000

-700

10,000 10,000

12,000

-6,500

24,900

51,200

1,000

-8,800

15,000 6,000-1,000

56,000

24,000

25,600

合　　　　計

1,000

-4 -



（様式４）

（ア）地域の活力づくり支援事業の展開

事業名

事業名

事業名

事業名

団体名　 公益社団法人とつか区民活動支援協会

横浜市大正地区センター自主事業別計画書（単表）

実施時期・回数

2022スケジュール帳
＆和綴じ製本

11月
（1回）

【目的】
和綴じの技法を身につけて、和綴じを生活の中に取入れる手法を学
びます。

【内容】
伝統的な和綴じのノートを作ります。好きな布を表紙にした自分だ
けのオリジナルスケジュール帳を作ります。

10月
（2回）

目的・内容

実施時期・回数

目的・内容 実施時期・回数

実施時期・回数

目的・内容

【目的】
オリジナル壁掛けカレンダーを作ります。

【内容】
小色紙に干支文字または、絵を筆で書き入れ、オリジナルカレン
ダーを作ります。色紙は取り外しができるので、年末年始の贈り物
にも最適です。

2022年干支カレン
ダー

【青指と共催】
オリジナル時計

【青指と共催】
ファンタジーランプ

【目的】
地域の青少年指導員の方との共催です。できるだけ自分の力で仕上
げられるようにします。

【内容】
青少年指導員さんと一緒にオリジナル時計を作ります。デザイン、
仕上げなどは自分で行い、わからないこと、難しいと感じる箇所は
指導員さんと一緒に仕上げます。

【目的】
地元の青少年指導員の方との共催です。安心で安全に工作を楽しみ
ます。

【内容】
地域の青少年指導員と子ども、子供同士、保護者の皆さんのコミュ
ニケーションの場をつくります。

6月
（1回）

10月
（1回）

目的・内容

-1 -



（様式４）

団体名　 公益社団法人とつか区民活動支援協会

横浜市大正地区センター自主事業別計画書（単表）

事業名

事業名

事業名

事業名

実施時期・回数目的・内容

実施時期・回数

実施時期・回数

毎月
（12回）

【青指と共催】
スノードーム 【目的】

地元の青少年指導員の方との共催です。スノードームの仕組みを知
り、オリジナル作品にチャレンジします。

【内容】
青少年指導員さんと一緒に自分の作りたいイメージに近づけるには
どうしたらいいかを考えて制作します。

2月
（1回）

井戸端会議

目的・内容

【目的】
日頃のサークル活動の成果の発表の場です。

【内容】
大正地区センターで活動するサークルの皆さんが、日頃の活動の成
果を発表します。展示部門、演芸部門の他、近隣の小学校の和太鼓
グループや中学校の吹奏楽部が舞台に華を添えてくれます。

目的・内容

【目的】
地域の皆様が気軽に集える場を提供します。

【内容】
珈琲を飲みながら、レコ―ドを聴きながら雑談します。

実施時期・回数

大正地区センター
夏まつり

【目的】
地域の方との交流を深め、利用者、サークルと協力し夏まつりを行
い楽しみます。

【内容】
小さい子ども向けにヨーヨーやお菓子のつかみ取りなどを企画した
り、サークル盆踊り教室の先生にお願いをして盆踊りなどを皆さん
と踊ります。他にもマジックショーやけん玉教室などを行う予定で
す。

8月
（1回）

12月
（1回）

大正地区センター
祭り

目的・内容

-2 -



（様式４）

団体名　 公益社団法人とつか区民活動支援協会

横浜市大正地区センター自主事業別計画書（単表）

事業名

事業名

事業名

事業名

目的・内容 実施時期・回数

6月、12月
（2回）

実施時期・回数

【共催事業】
大正地区

バドミントン大会

5月、7月、
11月、2月
（4回）

実施時期・回数

6月、11月
（2回）

【目的】
卓球サークルとの共催事業の男女混合卓球大会です。
地区センターで活動する団体、個人利用者間の交流を促進し、ス
ポーツ振興につなげます。

【内容】
卓球愛好者の多くの方に参加していただきます。

目的・内容

5月、10月
(2回）

ロビーコンサート
（クラッシック

ギター）

実施時期・回数

目的・内容

【目的】
バドミントンサークルとの共催事業のバドミントン大会です。
地区センターで活動する団体、個人利用者間の交流を促進し、ス
ポーツ振興につなげます。

【内容】
バドミントン愛好者の多くの人に参加していただきます。

たいしょう食堂 【目的】
地域の皆様が気軽に食事する場を提供します。子どもと高齢者の交
流の場にもなります。

【内容】
地域の団体がボランティアとして参加し、食事を作り、提供しま
す。食材はフードバンクなどから調達します。

目的・内容

【目的】
日頃、地元の老人ホームや地区センターなど、シニア層を対象にコ
ンサートやイベントを行っている「ハーモニーグリーン」がロビー
コンサートを行います。

【内容】
来館者にクラッシックギターの生演奏を楽しんでもらいます。

【共催事業】
大正地区

男女混合卓球大会

-3 -



（様式４）

団体名　 公益社団法人とつか区民活動支援協会

横浜市大正地区センター自主事業別計画書（単表）

（イ）自主的サークルの設立が期待できる事業の実施

事業名

事業名

（ウ）子育て支援事業の実施

事業名

事業名

目的・内容等

おはなしワールド 【目的】
読み聞かせを通して、乳幼児の感性や知識、智恵に働きかけ、乳幼
児の成長のお手伝いをします。また、保護者の方にも読み方、興味
の引き方、未知の絵本との出会いを提供します。

【内容】
・絵本の読み聞かせ、パネルシアター、紙芝居
・七夕やクリスマス等の季節に合った歌やマジック

実施時期・回数

目的・内容

4月～3月
（毎週）

5月・11月
（各5回）

【目的】
実用書道・ペン字から、アート書道まで、幅広く「書く×描く」
で、言葉を愉しみましょう。

【内容】
初級から上級者まで、毛筆硬筆を問わず、言葉を愉しく表現しま
す。季節の便りや、「禅語」「座右の銘」「元気の出る言葉」
「メッセージ」「歌詞」など、書きたい言葉を作品にするため、
個々の目的に合わせて指導が受けられます。

9月～2月
（6回）

目的・内容 実施時期・回数

実施時期・回数

アート書道

【目的】
パンをつくりましょう。焼き上がりを待つ間は受講生同士で会話を
楽しんだり、家庭でも手作りして日常に楽しい時間を取入れましょ
う。

【内容】
各回ごとに違ったパンを作ります。いろいろなパンを作り、家庭や
会合での団欒に役立てましょう。

やさしい手作りパン

遊び場
しゃべり場
ほっとタイム

目的・内容

【目的】
子育てで悩みを抱えている母親や子どもたちのコミュニケーション
の場などを提供します。育児に対して悩みを話し合える場づくりと
しても、また母親同士のコミュニケーションの場を提供します。

【内容】
おもちゃで遊んだり、おしゃべりをしたり子育ての相談もできま
す。

実施時期・回数

4月～3月
（12回）
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（様式４）

団体名　 公益社団法人とつか区民活動支援協会

横浜市大正地区センター自主事業別計画書（単表）

事業名

事業名

事業名

事業名 実施時期・回数

目的・内容

目的・内容

実施時期・回数

8月
（1回）

【目的】
音楽に合わせて、フープやボール等も使って元気に体を動かすこと
で、子どもの持っている能力を引き出すお手伝いをします。

【内容】
1歳児と２～３歳児に分かれ、親子で音楽に合わせて思い切り体を
動かしてもらいます。挨拶や他のおともだちとのふれあいも通じて
の仲間づくりも行います。

5月・11月・2
月

（各4回）

目的・内容

親子で楽しくリト
ミック

（1歳・２歳児親子）

【目的】
未就学児の親子やプレママが、おしゃべりをしたり、遊んだりゆっ
たりと過ごしていただきます。また、同世代の子供を持つ親が情報
交換や育児の悩みを話し合える場です。

【内容】
おもちゃで遊んだり、絵本を読んだり、ベビーマッサージや保健師
さんによる講座もあります。未就学児の子どもをもつ親子やプレマ
マの情報交換の場、交流の場を提供します。

4月～3月
（毎週1回）

大正エリア
おしゃべりひろば

夏休み勉強教室

実施時期・回数

鉄棒逆上がり教室 【目的】
鉄棒が苦手な児童が湊一緒に逆上がりができるよう楽しく練習しま
す。

【内容】
地域の体育委員がボランティアで鉄棒（逆上がり）ができるようお
手伝いをします。コツがつかめたら、ほかの参加者にも教えて、み
んなができるよう仲間を応援します

毎月
（24回）

【目的】
夏休み中涼しい環境で宿題に取り組みます。

【内容】
地域の大学と連携して、学生がボランティアとして児童の勉強をみ
ます。休憩時には大学生と話したり会話をして、楽しく過ごしま
す。

実施時期・回数

目的・内容
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（様式４）

団体名　 公益社団法人とつか区民活動支援協会

横浜市大正地区センター自主事業別計画書（単表）

事業名

事業名

事業名

事業名

目的・内容

目的・内容 実施時期・回数

はじめての競技けん
玉

実施時期・回数

目的・内容

【目的】
大正地区に在住の書道家の方から指導を受け、書を学びます。

【内容】
家で長い半紙が広げられない、集中できない問題を解消し、指導者
のアドバイスを受けることによって、満足のいく書や学校の課題を
完成させます。

【目的】
工具の使い方を学んだり、手作りの楽しみを学びます。

【内容】
日本DIY協会に指導で、木工の自由工作を行います。

実施時期・回数

実施時期・回数

12月
（１回）

目的・内容

毎月
（12回）

【目的】
夏休みの子ども向け企画。けん玉の技を習得することを通じて、
「あせらず、あわてず、あきらめない」の集中力や根気強さを身に
つけます。

【内容】
センターで活動しているサークルに所属するけん玉協会認定指導員
が、子ども達のレベルに合わせて楽しいけん玉を教えてくれます。

DIYこども工作教室

８月
（１回）

書き初め教室

夏休みこども
「どうぶつパン」教

室

【目的】
パンがどのようにしてできるのかを作り方を通して体験します。

【内容】
パン作りを通して、料理をつくることの楽しさを学びます。自分が
作ったパンを食し、夏休みのご飯を楽しみます。

8月
（１回）
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（様式４）

団体名　 公益社団法人とつか区民活動支援協会

横浜市大正地区センター自主事業別計画書（単表）

事業名

事業名

事業名

事業名 目的・内容 実施時期・回数

目的・内容 実施時期・回数

【目的】
食事を自分で作ることによって、食べ物の大切さを感じ、楽しい時
間を過ごせるようにします。

【内容】
どこから切っても、絵柄がせる「絵巻ずじ」にチャレンジします。
上手く絵柄を出すためにはどうしたら良いかを考え、仲間や講師と
楽しい時間を過ごします。

8月
（1回）

目的・内容

こども絵巻ずし

実施時期・回数

７月
1月

（各1回）

目的・内容

ふしぎ発見
理科ひろば

実施時期・回数

【目的】
幼児、児童が夏休みのランチを自分で作って食すことにより、食の
大切さを学びます。

【内容】
安全で楽しい時間が過ごせるように、子供向けメニューをキッチン
で料理し、食の大切さを学びます。

夏休み
こどもランチ

1月
（1回）

プログラミング講座
【目的】
2020年から小学校でプログラミング教育が必須になります。コン
ピュータの仕組みや扱い方を通してプログラミング的思考を身に付
けます。

【内容】
Scratch（スクラッチ）でキャラクターを動かして、学校の授業と
は別にプログラミングの基本を楽しく学びます。

3月
（１回）

【目的】
夏休み・冬休みの工作教室です。理科実験を通じて不思議なことに
興味を持ってもらいます。また他の仲間とグループになって行うこ
とで、仲間と一緒に何かをする体験をし、協力することの大切さを
学んでいきます。

【内容】
日立横浜理科クラブとの共催で行う、理科の実験教室です。簡単な
実験を通して、子ども達の好奇心と協調性を養います。
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（様式４）

団体名　 公益社団法人とつか区民活動支援協会

横浜市大正地区センター自主事業別計画書（単表）

事業名

事業名

事業名

事業名

とつかキャラバンエ
コ講座 【目的】

どのようにすれば光熱費を安くできるかを体験を通して学びます。
横浜市でのエコ活動の取り組みを知ります。

【内容】
今やらねばならない事、それが今後の世界にどう影響していくのか
を一人ひとりのエコ活動を通して考えていきます。

4月～9月
10月～3月
（各5回）

飲茶＆点心

1月～2月
（4回）

”基本に還る”
バドミントン教室 【目的】

バドミントンを通しての仲間づくりと、それぞれの技術向上を目指
します。

【内容】
コーチが、それぞれのレベルに合わせて指導します。

【目的】
一年の一番冷える季節には具を皮で包んだ点心や飲茶が最適です。
寒い時期には家で飲茶料理を楽しんだり、作った料理を囲んで団欒
の時間を持って冬の季節を楽しく過ごしましょう。

【内容】
寒い季節に最適な飲茶と点心を皆で作ります。具を包む時や蒸し時
間に楽しい会話をしながら料理を楽しみます。講座で学んだメ
ニューは家族や友人へ振る舞いましょう。

卓球教室
【目的】
初心者は上達する喜びを感じ運動を長く続けていくきっかけにし、
上級者はもっと腕を磨くための教室です。

【内容】
大正卓球同好会がコーチとなり、初心者から上級者のレベルにあわ
せて指導します。

4月～9月
10月～3月
（各6回）

目的・内容

2月
（1回）

目的・内容

目的・内容

目的・内容

実施時期・回数

実施時期・回数

 （オ）その他

実施時期・回数

実施時期・回数

（エ）自然豊かで安全に過ごすための取組
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（様式４）

団体名　 公益社団法人とつか区民活動支援協会

横浜市大正地区センター自主事業別計画書（単表）

事業名

事業名

事業名

事業名

実施時期・回数

男の料理教室

アート絵巻ずし

目的・内容 実施時期・回数

目的・内容

実施時期・回数目的・内容

【目的】
男性が料理を学ぶことで、自分の食生活を考え、学んだことを生活
に取入れることができる講座です。また、一緒に作り一緒に食べる
ことで、仲間づくりにも一役かいます。

【内容】
料理経験の少ないシニア男性が基礎から習得できる内容です。和洋
中からデザートまで、作って楽しい、食べておいしい料理を毎回学
びます。

【目的】
中華菓子・焼菓子づくりを通じて手作りの楽しさを学び、食生活を
豊かにします。

【内容】
入手しやすい材料を用いて、お菓子づくりの基本と手作りの楽しさ
を学びます。バターを使わないため、リーズナブルで軽い味わいが
楽しめます。

【目的】
どこから切っても図柄がでる絵巻ずしうを作ります。図柄は薔薇な
どのきれいではあるけれども複雑な図柄に挑戦します。

【内容】
見た目にも美しい料理に挑戦し、家族に喜ばれる料理を提供しま
しょう。講座で学んだ絵巻ずしは家族のイベントで振る舞いましょ
う。

9月
（1回）

目的・内容

春食材満喫の薬膳

4月～5月
（4回）

4月～9月
10月～3月
（各6回）

【目的】
日常にある身近な薬膳の食材を学び、調理して食べます。身近なも
のを取り入れて、健康になります。春は身体が目覚める時期とな
り、豊富な季節の生薬を取入れます。

【内容】
薬膳を生活に取り入れて、体の機能が活発となる春を健康的に過ご
します。身近な手に入りやすい食材を使い料理を学びます。

バターを使わない
焼き菓子

9月
（2回）

実施時期・回数
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（様式４）

団体名　 公益社団法人とつか区民活動支援協会

横浜市大正地区センター自主事業別計画書（単表）

事業名

事業名

事業名

目的・内容 実施時期・回数

実施時期・回数

【目的】
ちりめんを使って「つるし飾り」を作ります。家庭でも作れるの
で、毎年少しずつ数を増やす楽しみも感じていただきます。

【内容】
型紙は講師が用意致します。３～４種類のものを作る他、ちりめん
でできるちょっとした飾りも紹介します。毎年参加すると、大きな
つるし雛を作ることができます。

目的・内容

サークル体験会
【目的】
メンバー数の減少や高齢化などで活動が不活性化しているサークル
が散見され、新たにサークルを立ち上げても翌年には約5割、翌々
年度には約6割が活動を中止しています。サークル活動活性化を促
進させる為に体験会を行います。

【内容】
自らの活動を紹介し、サークル会員を拡大し、活性化するために
サークルで体験会をします。

目的・内容

3月
（1回）

実施時期・回数

和布でつくるつるし
飾り

オンラインヨガ講座 【目的】
自宅にいながらヨガを学ぶことができます。

【内容】
オンラインでヨガ講座を配信することにより、来館しなくても、ヨ
ガ講座を受講できるようにします。

1月
(3回）

2月
(3回）
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　（様式８）

№ 委託期間 委　託　内　容 金　額　(円） 業　者　名

1
R3.4.1～
R4.3.31

清掃 ¥510,000 ㈱横浜セイビ

2
R3.4.1～
R4.3.31

機械警備 ¥152,000 セコム㈱

3
R3.4.1～
R4.3.31

消防用設備・機器点検 ¥143,000 ㈱東晃防災

4
R3.4.1～
R4.3.31

害虫駆除 ¥44,000 ㈱三共消毒

5
R3.4.1～
R4.3.31

設備総合巡視点検 ¥1,110,000 ㈱市川総業

6
R3.4.1～
R4.3.31

エレベーター保守 ¥396,000
ジャパンエレベーター
サービスホールディ
ングス㈱

7
R3.4.1～
R4.3.31

自動ドア ¥88,000
㈱トップランドコーポ
レーション

9
R3.4.1～
R4.3.31

受付システム保守 ¥66,000 ㈱ジュビロシステム

10
R3.4.1～
R4.3.31

施設賠償責任保険 ¥28,000 ㈱コンチネンタル

施設名　横浜市大正地区センター

令和３年度　委託内容一覧



（様式３） （指定管理者が記⼊する様式）

収⼊の部 （税込、単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

33,253,000 33,253,000 33,253,000 横浜市より
2,650,000 2,650,000 2,650,000

1,013,000 1,013,000 1,013,000

0 0 0

680,000 0 680,000 0 680,000

印刷代 280,000 280,000 280,000

⾃動販売機⼿数料 400,000 400,000 400,000

駐⾞場利⽤料収⼊ 0 0 0

その他（預⾦利⼦、カラオケ等） 0 0 0

37,596,000 0 37,596,000 0 37,596,000

⽀出の部
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

24,019,000 0 24,019,000 0 24,019,000

21,500,000 21,500,000 21,500,000

1,854,000 1,854,000 1,854,000

445,000 445,000 445,000

22,000 22,000 22,000

18,000 18,000 18,000

180,000 180,000 180,000

1,586,000 0 1,586,000 0 1,586,000

10,000 10,000 10,000

620,000 620,000 620,000

27,000 27,000 27,000

10,000 10,000 10,000

418,000 418,000 418,000

0 0 0 0 0

横浜市への⽀払分 0 0 0

その他 0 0 0

200,000 200,000 200,000

0 0 0

28,000 28,000 28,000

6,000 6,000 6,000

10,000 10,000 10,000

92,000 92,000 92,000 印刷機、ＡＥＤ等

165,000 165,000 165,000

0 0 0 法人会計に計上

1,380,000 0 1,380,000 0 1,380,000

1,380,000 1,380,000 1,380,000 おしゃべり広場含む

0 0 0

6,866,000 0 6,866,000 0 6,866,000

3,400,000 0 3,400,000 0 3,400,000

電気料⾦ 1,600,000 1,600,000 1,600,000

ガス料⾦ 1,200,000 1,200,000 1,200,000

⽔道料⾦ 600,000 600,000 600,000

510,000 510,000 510,000

500,000 500,000 500,000

152,000 152,000 152,000

2,304,000 0 2,304,000 0 2,304,000

空調衛⽣設備保守 0 0 0

消防設備保守 143,000 143,000 143,000

電気設備保守 0 0 0

害⾍駆除清掃保守 44,000 44,000 44,000

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 2,117,000 2,117,000 2,117,000

0 0 0

1,668,000 0 1,668,000 0 1,668,000

0 0 0

1,668,000 1,668,000 1,668,000

0 0 0

0 0 0

1,193,000 0 1,193,000 0 1,193,000

1,000,000 1,000,000 1,000,000 労務、会計、契約、人事等の管理運営費用

193,000 193,000 193,000 諸費、減価償却費

884,000 884,000 884,000

37,596,000 0 37,596,000 0 37,596,000

0 0 0 0 0

ニーズ対応費
⽀出合計

差引

その他（法⼈税）
事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）
本部分
当該施設分

事業所税
消費税
印紙税

共益費
公租公課

機械警備費

清掃費
修繕費

設備保全費

⾃主事業費
管理費
光熱⽔費

リース料
⼿数料

施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料

事業費
⾃主事業（指定管理料充当の⾃主事業）費

地域協⼒費

備品購⼊費
図書購⼊費

通信費
使⽤料及び賃借料

印刷製本費

旅費
消耗品費

健康診断費

事務費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

会議賄い費

⼈件費
給与・賃⾦

収⼊合計

科⽬

社会保険料
通勤⼿当

令和３年度 「⼤正地区センター」 収⽀予算書兼決算書

科⽬

指定管理料

⾃主事業収⼊
雑⼊

利⽤料⾦収⼊
⾃主事業（指定管理料充当の⾃主事業）収⼊
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